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ア ン ケ ー ト に ご 協 力 く だ さ いア ン ケ ー ト に ご 協 力 く だ さ い
（一社）Clan PEONY 津軽では、中南・西北津軽
地域住民観光意識調査を実施します。
回答した人の中から、毎月抽選で10名様に津軽
の特産品詰め合わせをプレゼント。
アンケート期間は令和５年１月末ま
でです。

［問合せ］（一社）Clan PEONY 津軽 
☎88－6090

	４〜６	 特集　じゃわめぐ‼黒石夏の陣

	 ７	 新型コロナウイルス感染症拡大防止のために

	 ８	 	インフルエンザ予防接種費用を助成

	 ９	 	身体障害者・知的障害者相談員をご存じですか

	 10	 からだスッキリ運動教室を開催

	 11	 AOMORI	MAPPINK	MEMORY「記憶の未来」開催

	 12	 認知症の人たちにやさしい黒石を目指して

	 13	 あなたの健康サポートし隊‼

	 14	 くろいし健康マイレージ

	 15	 ごみの減量化にご協力を

トピックス

市のデータ

「広報くろいし」に掲載しているイ
ベントや講習会などが新型コロナ
ウイルス感染症予防のため中止・
変更になる場合がありますので、主
催者等にいま一度ご確認ください。
参加の際は、マスクの着用など感
染症対策にご理解とご協力をお願
いします。

燃やせるゴミ速報値
令和４年６月の燃やせるごみの排出量

［問合せ］市民環境課環境衛生係（内線123・124）
410410tt 昨年同月比	40t減人口の動き

住民基本台帳調べ
７月末現在

人 口	 31,706人	 （−28）

男 性	 14,828人	 （−23）

女 性	 16,878人	 （−５）

世帯数	 13,898世帯	 （９）

市税の納付をお忘れなく

９月は固定資産税第３期、国民健康保険税第
３期の納付月です。納期限は９月30日（金）
ですので、忘れずに納付してください。

［問合せ］収納課納税管理係（内線143）

黒石の夏祭りが帰ってきました。７月30日
から始まった「黒石ねぷた祭り合同運行」
を皮切りに、８月15日から行われた「黒石
よされ」と続き、最後は８月17日に行われ
た「ふるさと元気祭り」の花火で夏の夜空
を彩りました。

今月の

表
紙

Instagram Twitter

Facebook YouTube

Visit Kuroishi
市の観光情報がたくさん！

©にゃんごすたー

市の観光情報や魅力を「Visit	
Kuroishi」の各SNSアカウ
ントで発信しています。
ぜひごらんください。

あずましの里くろいし観光大使　にゃんごすたー
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休 日・夜 間 の 急 病 に 対 応 し ま す

［問合せ］弘前市急患診療所☎34－1131

休 日 当 番 医
９月４日日 たかはし内科循環器科クリニック ☎59－2200

９月11日日 ちとせクリニック ☎53－7228

９月18日日 健生黒石診療所 ☎53－3015

９月25日日 かきさか医院 ☎53－2255

10月２日日 田村眼科 ☎53－1256

内 容 日 時 場所・問合せ

暮
ら
し
の
相
談
・
そ
の
他

福 祉 月〜金曜日/９：00〜17：00 市社会福祉協議会「ふれあい相談所」☎52－9600

生 活 困 窮 月〜金曜日/８：15〜17：00 市社会福祉協議会「黒石自立相談支援窓口」☎52－
9600

家庭･婦人･母子 月〜金曜日/８：15〜17：00 福祉総務課（内線518）

後 期 高 齢 者 26日（月）/19：00まで 国保年金課（内線125・131）

介 護 保 険 料 26日（月）/19：00まで 介護保険課（内線525・526）

教 育 月〜金曜日/９：00〜16：00 指導課（内線612・613）

青 少 年 問 題 月〜金曜日/９：00〜16：00 市青少年相談センター（社会教育課内）☎52－2876
下 水 道 月・水曜日/９：30〜15：30 上下水道課（内線559）

水道料金（夜間）15日（木）・26日（月）・30日（金）	 /19：30まで 上下水道課（内線552〜554）

健 康 ５日（月）/10：00〜12：00 健康推進課（内線244〜247）

小 さ な 相談室 12日（月）/10：00〜15：00 松の湯交流館▼予約不要、当日会場へ

納 税（夜間）５日（月）・15日（木）・26日（月）	 /19：00まで 収納課（内線141・142）

困 り ご と 12・26日（月）/９：00〜15：00
市役所１階相談室
▼	困りごと相談は当日、８時15分から市民環境課（内

線133）で電話受付
▼	法テラス法律相談は法テラス青森（☎050－
3383－5552）へ要事前予約

法 テ ラ ス 法律 28日（水）/	 ９：30〜12：00
人 権 16日（金）/	 10：00〜15：00
行 政 15日（木）/	 10：00〜12：00
土地家屋調査士 14日（水）/	 13：00〜16：00

消 費 者
火〜日曜日/８：30〜17：00 弘前市市民生活センター（弘前圏域消費生活相談窓

口）☎34－3179
月〜金曜日/９：00〜17：00 市民環境課（内線133）

休 日 夜 間

診 療 日 日曜日、祝日、８月13日、12月31日〜１月３日 年中無休

診療時間 午前10時〜午後４時 午後７時〜10時30分

診療科目 内科・小児科・外科 内科・小児科

市ではホームページやSNSを活用し、市民の
皆様へさまざまな情報を日々発信しています。

▲ 	

「黒石市」で検索、またはこちらの二次元コードか
らアクセスしてください

黒 石 市

市役所
公式Facebook

金平成園（澤成園）
公式Facebook

企画課
Instagram

市公式
ホームページ

くらしの案内
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じ
ゃ
わ
め
ぐ
！！

黒
石

夏
の

陣
（
公
社
）
黒
石
青
年
会
議
所
（
千
葉
晃
大
理
事
長
）
が
主
催
す
る
、
黒

（
公
社
）
黒
石
青
年
会
議
所
（
千
葉
晃
大
理
事
長
）
が
主
催
す
る
、
黒

石
ね
ぷ
た
祭
り
合
同
運
行
が
７
月

石
ね
ぷ
た
祭
り
合
同
運
行
が
７
月
3030
日
、
８
月
２
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

日
、
８
月
２
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
た
。実

に
３
年
ぶ
り
と
な
る
夏
の
夜
空
に
映
え
る
勇
猛
な
武
者
絵
と
祭
り

実
に
３
年
ぶ
り
と
な
る
夏
の
夜
空
に
映
え
る
勇
猛
な
武
者
絵
と
祭
り

ば
や
し
の
隊
列
に
、
沿
道
の
観
客
か
ら
は
、
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら

ば
や
し
の
隊
列
に
、
沿
道
の
観
客
か
ら
は
、
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。

黒
石
ね
ぷ
た
祭
り
合
同
運
行
が
再
来

黒
石
ね
ぷ
た
祭
り
合
同
運
行
が
再
来

■最優秀賞
▼人形の部	 	高舘ねぷた愛好会
▼扇大型の部	 	野添ねぷた有志会、前田屋敷ねぷた愛好会、黒石ね

ぷた盟友會
▼扇中型の部	 	大町ねぷた会、西組ねぷた有志会、出石田ねぷた愛

好会

■優秀賞
▼扇大型の部	 	烏城組有志会、住吉末広町内会
▼扇中型の部	 	豊岡友親会、市役所ねぷた愛好会、東新町ねぷた会、

牡丹平ねぷた愛好会

・青
森
県
知
事
賞

・最
優
秀
賞（
人
形
の
部
）

・黒
石
市
長
賞

・は
や
し
大
賞

・最
優
秀
賞（
扇
大
型
の
部
）

・黒
石
青
年
会
議
所
理
事
長
賞

・最
優
秀
賞（
扇
中
型
の
部
）

高
舘
ね
ぷ
た
愛
好
会

前
田
屋
敷
ね
ぷ
た
愛
好
会

出
石
田
ね
ぷ
た
愛
好
会
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じ
ゃ
わ
め
ぐ
！！

黒
石

夏
の

陣
黒
石
ね
ぷ
た
師
の
会

黒
石
ね
ぷ
た
師
の
会��

会
長
　
藤
田
克
文
さ
ん

コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
合
同
運
行
の
規
模
が
例
年
よ
り
も
大
幅
に
縮
小

し
ま
し
た
が
、
製
作
に
携
わ
っ
た
ね
ぷ
た
絵
師
も
沿
道
の
お
客
さ
ん

た
ち
も
久
し
ぶ
り
の
開
催
と
い

う
こ
と
で
大
い
に
喜
ん
で
い
ま

し
た
。
絵
師
と
し
て
は
、「
ね
ぷ

た
は
描
い
て
終
わ
り
で
は
な
く
、

運
行
し
て
初
め
て
ね
ぷ
た
！
」

と
い
う
感
覚
が
あ
り
ま
す
。
来

年
は
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
、
参
加

団
体
が
増
え
て
み
ん
な
が
楽
し

め
る
黒
石
ね
ぷ
た
が
戻
っ
て
く

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

高
舘
ね
ぷ
た
愛
好
会

高
舘
ね
ぷ
た
愛
好
会�

会
長
　
大
平
光
憲
さ
ん

３
年
ぶ
り
の
合
同
運
行
の
開
催
に
あ
た
り
、
製
作
に
協
力
し
て
く

れ
た
皆
さ
ん
、
観
に
来
て
く
れ
た
お
客
さ
ん
た
ち
に
感
謝
し
た
い
で

す
。
今
回
は
13
の
参
加
団
体
の

う
ち
唯
一
の
人
形
と
い
う
こ
と

で
、
ぜ
ひ
来
年
も
作
っ
て
ほ
し

い
声
を
も
ら
う
な
ど
大
変
好
評

で
し
た
。
来
年
も
会
員
の
人
材

育
成
に
尽
力
し
、
黒
石
ね
ぷ
た

と
い
う
祖
先
が
残
し
て
く
れ
た

伝
統
を
絶
や
さ
な
い
と
い
う
使

命
感
の
も
と
、
し
っ
か
り
後
進

に
つ
な
い
で
い
き
た
い
で
す
。
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黒
石
よ
さ
れ
実
行
委
員
会

（
新
岡
常
雄
実
行
委
員
長
）

（
新
岡
常
雄
実
行
委
員
長
）が
主

催
す
る
3
年
ぶ
り
と
な
る
、
本

市
伝
統
の
夏
祭
り
「
黒
石
よ
さ

れ
」
が
８
月
15
日
、
16
日
に
渡

っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

二
日
間
で
全
18
団
体
が
参
加

し
、
元
気
に
黒
石
の
街
を
踊
り

歩
き
ま
し
た
。
廻ま

わ

り
踊
り
で
は

沿
道
の
観
客
も
感
染
症
対
策
を

し
て
舞
い
踊
り
、
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

黒石よされの歴史
黒石よされは、500〜600年前に唄われた男女の恋の掛け合い唄が
起源と言われています。
「よされ」という言葉の語源は諸説あり、一説によると豊作のときは
「仕事を止

よ

して楽しく踊りなされ」、凶作のときは「このような世の中
は早く去れ」といった言葉から生まれたとされています。
江戸時代後期には、黒石藩の家老・境

さか い ぎ ょ う え も ん

形右衛門が経済振興策として、当
時は「盆踊り」と呼ばれていた黒石よされを奨励しました。当時は盆
踊り禁止のお触れが度々出ていた弘前藩からも、多くの人が集まり黒
石の町は大いに賑わっていたと伝えられています。

日
本
三
大
流
し
踊
り
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運 動 の 重 点

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 拡 大 防 止 の た め に

県内では、依然として、新規感染者が多数発生しています。社会経済活動を継続しながら、安心して
過ごすため、ワクチン接種を終えた人も含め、いま一度、感染症防止対策を徹底しましょう。

［問合せ］健康推進課ワクチン対策係・新型コロナウイルス感染症対策室（内線250〜252）

除
雪
作
業
入
札
参
加
申
請
を
受
け
付
け

市
は
、
除
雪
作
業
の
入
札
参

加
を
希
望
す
る
業
者
等
の
申
請

を
受
け
付
け
し
ま
す
。

▼
対
象
者
市
内
に
住
所
を
有
す

る
法
人
（
本
店
）
ま
た
は
個
人

▼
資
格
▽
平
成
29
年
度
〜
令
和

３
年
度
に
市
内
の
道
路
除
雪
実

績
が
あ
る
こ
と
▽
市
税
滞
納
が

な
い
こ
と
（
証
明
書
が
必
要
）

▼
申
込
方
法
９
月
12
日
（
月
）

〜
30
日
（
金
）
の
８
時
15
分
〜

午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
）
に
除
雪
作
業
に
係

る
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
書
を
総
務
課
財
産
管
理

室
へ
提
出

※
申
請
書
は
総
務
課
財
産
管
理

室
で
交
付
す
る
他
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

［
問
合
せ
］総
務
課
財
産
管
理
室

（
内
線
２
１
０
・
２
１
２
）

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
実
施

９
月
21
日
（
水
）
か
ら
30
日

（
金
）ま
で
の
10
日
間
、「
秋
の
全

国
交
通
安
全
運
動
」
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

期
間
中
は
、
交
差
点
な
ど
で

街
頭
監
視
活
動
や
の
ぼ
り
旗
設

置
な
ど
交
通
安
全
を
呼
び
か
け

ま
す
の
で
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵

守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実

践
を
意
識
し
、
交
通
事
故
防
止

の
徹
底
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

［
問
合
せ
］市
民
環
境
課
交
通
生

活
係
（
内
線
１
３
２
・
１
３
３
）

【濃厚接触者の特定・行動制限について】（令和4年8月3日時点）
濃厚接触者の特定は、同一世帯内で感染者が発生した場合、保健所が実施します。濃厚接触者の行動制限は、原則５日間

（６日目解除）または、２日目、３日目に検査し、陰性確認により解除となります。
※行動制限短縮のための検査は自費検査とし、薬事承認された抗原定性検査キットを使用する必要があります。

【基本的な感染症防止対策について】

・会食等はなるべく少人数で！
・会話時はマスクを着用！

※屋外で距離がとれる
場合はマスクを外して
構いません

〈発熱等の症状がある場合〉
①かかりつけ医がいる人　⇒　かかりつけ医に電話
②かかりつけ医がいない人　⇒　県コールセンター（☎0120－123－801）に電話
③新型コロナウイルス感染症患者と接触したなどの心当たりのある人
　⇒　弘前保健所（☎33－8521）に電話
①県コールセンター☎0120－123－801（土・日・祝日も実施、24時間対応）
②厚生労働省相談窓口☎0120－565－653（土・日・祝日も実施、午前９時から午後９時）

◆�子どもと高齢者をはじめと◆�子どもと高齢者をはじめと
する歩行者の安全の確保する歩行者の安全の確保

◆�夕暮れ時と夜間の歩行者事◆�夕暮れ時と夜間の歩行者事
故等の防止および飲酒運転故等の防止および飲酒運転
の根絶の根絶

◆�自動車の交通ルール遵守の◆�自動車の交通ルール遵守の
徹底徹底

一般的な相談先

各 種 相 談 先

※不織布マスク等を利用 ※重症化リスク軽減と感染
予防のため、ワクチン接種
をご検討ください

マスクの適切な着用 手洗い・手指消毒 密を避けよう こまめな換気 ワクチン接種の検討

City topics
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機
能
や
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
免
疫
機
能
に
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
相
当
の
障
害
が

あ
る
人

▼
申
請
期
間
10
月
１
日
〜
12
月

31
日

▼
助
成
額
２
５
０
０
円
（
１
人

１
回
ま
で
）

※
生
活
保
護
世
帯
は
全
額
助
成

で
す
。

※
医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
接
種

開
始
日
が
異
な
り
ま
す
。

［
問
合
せ
］健
康
推
進
課
母
子
保

健
係
（
内
線
２
４
４
・
２
４
５
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
を
助
成

９
月
24
〜
30
日
は
結
核
予
防
週
間

市
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
を
10
月
１
日
（
土
）
か

ら
実
施
し
、
接
種
費
用
を
次
の

と
お
り
助
成
し
ま
す
。

医
療
機
関
や
申
請
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
広
報
く
ろ
い
し
10

月
号
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

こ
ど
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ	

予

防

接

種

▼
対
象
者
生
後
６
か
月
か
ら
就

学
前
ま
で
の
市
民

▼
申
請
期
間
10
月
１
日
〜
令
和

５
年
１
月
31
日

▼
助
成
額
１
０
０
０
円
（
１
人

２
回
ま
で
）

※
生
活
保
護
世
帯
は
全
額
助
成

で
す
。

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ	

予

防

接

種

▼
対
象
者
▽
65
歳
以
上
の
市
民

▽
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
市
民

で
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
の

ょ
う
。

［
問
合
せ
］健
康
推
進
課
成
人
保

健
係
（
内
線
２
４
７
）

結
核
は
、
結
核
菌
に
感
染
す

る
こ
と
で
発
症
す
る
病
気
で
、

肺
に
感
染
す
る
こ
と
が
多
く
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
全
国
で
約
１

万
２
８
０
０
人
が
、
県
内
で
１

２
０
人
が
発
症
し
て
い
る
感
染

症
で
す
。
高
齢
者
は
、
特
に
咳

な
ど
の
症
状
が
分
か
り
に
く
く
、

気
づ
か
ず
に
病
状
が
進
行
し
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

結
核
に
感
染
し
て
い
る
か
ど

う
か
は
、
市
が
実
施
し
て
い
る

肺
が
ん
検
診
で
も
検
査
が
で
き

ま
す
。
40
歳
以
上
の
市
国
民
健

康
保
険
加
入
者
や
生
活
保
護
受

給
者
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

人
、
65
歳
以
上
（
昭
和
33
年
３

月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

の
市
民
は
、
肺
が
ん
検
診
を
無

料
で
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
早

期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
に

年
に
１
回
検
診
を
受
診
し
ま
し

金
婚
夫
婦
は
お
申
し
出
を

市
は
、
今
年
め
で
た
く
結
婚

50
周
年
（
金
婚
）
を
迎
え
る
ご

夫
婦
を
対
象
に
、
顕
彰
状
と
記

念
撮
影
無
料
券
を
お
贈
り
し
ま

す
の
で
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者
昭
和
47
年
12
月
31
日

ま
で
に
結
婚
し
た
ご
夫
婦

▼
申
込
方
法
申
出
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
９
月
30
日

（
金
）
ま
で
に
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
提
出

※
式
典
は
実
施
せ
ず
、
顕
彰
状

と
撮
影
無
料
券
は
、
後
日
窓
口

で
交
付
し
ま
す
。

※
申
出
書
は
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
窓
口
に
備
え
付
け
の

他
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

［
問
合
せ
］地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
高
齢
者
福
祉
係（
内
線
５
２

８
）

高
齢
者
世
帯
等
除
雪
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
付
け

市
は
、「
高
齢
者
世
帯
等
除
雪

サ
ー
ビ
ス
事
業
」
の
申
請
を
受

け
付
け
ま
す
。

▼
対
象
自
力
で
除
雪
が
困
難
な

70
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
等

▼
内
容
玄
関
か
ら
公
道
ま
で
の

幅
１
㍍
程
度
を
除
雪

※
1
日
1
回
1
時
間
以
内
で
す
。

▼
定
員
50
世
帯
程
度

▼
利
用
料
金
１
回
当
た
り
▽
市

民
税
非
課
税
世
帯
＝
１
３
０
円

▽
市
民
税
課
税
世
帯
＝
２
６
０

円▼
申
込
方
法
申
請
書
に
記
入
の

う
え
、10
月
14
日（
金
）ま
で
に
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
提
出

※
申
請
期
間
後
で
も
、
申
込
状

況
に
よ
り
利
用
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

［
問
合
せ
］地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
高
齢
者
福
祉
係（
内
線
５
２

８
）

こ
ん
な
症
状
が
あ
れ
ば

結
核
か
も
…

◆
せ
き
が
長
引
く

◆
微
熱
が
続
く

◆
全
身
け
ん
怠
感

◆
体
重
減
少

◆
た
ん
が
で
る
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［
問
合
せ
］福
祉
総
務
課
障
が
い

福
祉
係
（
内
線
５
１
３
）

身
体
障
害
者
・
知
的
障
害
者

相
談
員
を
ご
存
じ
で
す
か

傾
聴
力
ア
ッ
プ
講
座
を
開
催

市
は
、
身
体
障
害
者
相
談

員
・
知
的
障
害
者
相
談
員
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

身
体
障
害
者
相
談
員
は
、
身

体
障
害
者
の
自
立
と
社
会
活
動

へ
の
参
加
を
推
進
す
る
た
め
に
、

暮
ら
し
や
生
活
等
の
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
指
導

や
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
知
的
障
害
者
相
談
員

は
、
知
的
障
害
者
の
家
庭
に
お

け
る
養
育
や
生
活
等
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
、
必
要
な
指
導
や

助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
員
に
は
、
守
秘
義
務
が

あ
り
ま
す
。
相
談
内
容
や
個
人

情
報
な
ど
を
、
他
人
に
漏
れ
る

心
配
な
く
安
心
し
て
相
談
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
相
談

の
あ
る
人
は
、
下
記
の
相
談
員

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

役
割
〜
話
を
聴
く
傾
聴
と
は
？

②
価
値
観
の
多
様
性
を
知
り
、

聴
き
上
手
に
な
ろ
う
③
話
の
聴

き
方
を
実
践
的
に
学
び
、
身
に

つ
け
よ
う

▼
申
込
方
法
10
月
７
日
（
金
）

ま
で
に
健
康
推
進
課
窓
口
ま
た

は
電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
申

し
込
み

※
こ
の
事
業
は
、
く
ろ
い
し
健

康
マ
イ
レ
ー
ジ
ポ
イ
ン
ト
対
象

事
業
で
す
。

［
問
合
せ
］健
康
推
進
課
成
人
保

健
係
（
内
線
２
４
６
・
２
４
７
）、

FAX
52
－
６
１
９
１

市
は
、
心
の
健
康
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
「
初
め
て
で
も
で

き
る
！
傾
聴
力
ア
ッ
プ
講
座
」

を
開
催
し
ま
す
。

初
心
者
を
対
象
に
、
話
を
聴

く
こ
と
の
大
切
さ
、
聴
き
方
の

コ
ツ
な
ど
を
楽
し
く
学
ん
で
い

き
ま
す
。

参
加
料
は
無
料
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
①
10
月
24
日
②
10
月

31
日
③
11
月
７
日
（
い
ず
れ
も

月
曜
日
）
午
後
２
〜
４
時
（
午

後
１
時
30
分
か
ら
受
け
付
け
）

▼
場
所
市
産
業
会
館
４
階
大
会

議
室

※
駐
車
場
は
、
市
役
所
駐
車
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者
市
民
（
先
着
20
人
）

※
初
め
て
参
加
す
る
人
を
優
先

し
ま
す
。

▼
内
容
①
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の

就
業
構
造
基
本
調
査
を
実
施

総
務
省
統
計
局
で
は
、
日
本

の
就
業
・
不
就
業
の
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

就
業
構
造
基
本
調
査
を
実
施
し

ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
統
計
法
に
基

づ
く
国
の
重
要
な
統
計
調
査
で
、

調
査
結
果
は
雇
用
政
策
や
経
済

政
策
な
ど
、
国
や
地
方
公
共
団

体
の
各
種
行
政
施
策
の
企
画
・

立
案
の
た
め
の
資
料
と
し
て
活

用
さ
れ
ま
す
。

調
査
を
お
願
い
す
る
世
帯
に

は
、
９
月
中
旬
以
降
に
調
査
員

が
伺
い
、
調
査
書
類
を
配
布
し

ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
利
用
し
、
簡
単
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

［
問
合
せ
］
企
画
課
統
計
係
（
内

線
２
３
７
）

ｅエ

ル

タ

ッ

ク

ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
ご
利
用
を

県
は
、
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ

ス
テ
ム
（
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
）
を
利

用
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
法
人
県
民
税
や
法
人
事
業
税
、

特
別
法
人
事
業
税
な
ど
の
申
告

お
よ
び
法
人
設
立
届
・
異
動
届

等
の
受
け
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
を
利
用
す
る
と
、

職
場
や
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら

申
告
等
が
で
き
る
の
で
、
申
告

書
等
を
窓
口
に
持
参
し
た
り
、

郵
送
し
た
り
す
る
必
要
が
あ
り

ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
ら
ん
に
な
る

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
HPhttps://w

w
w
.eltax.lta. 

go.jp/

［
問
合
せ
］中
南
地
域
県
民
局
県

税
部
課
税
第
一
課
☎
32
－
１
１

３
１
（
内
線
２
２
８
）

■相談員名簿
種別 相談員氏名 連絡先

身体障害者
相談員

小山内　裕子 FAX53−5883

三 上 勝 幸 ☎52−4867

知的障害者
相談員

髙 橋 誓 子 ☎52−9515

渡辺　久美子 ☎53−5812

City topics
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［問合せ］企画課（内線235・236）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

休

日

申

請

を

受

け

付

け

市
は
、
休
日
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
を
受
け
付

け
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
を
行
っ
た
人
を
対
象
に
、
最

大
２
万
円
分
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
が
付
与
さ
れ
ま
す
。

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
付
与
は
、

令
和
４
年
９
月
末
ま
で
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
９
月
４
日
・
11
日
・
18

日
・
25
日
（
い
ず
れ
も
日
曜
日
）

午
前
９
時
〜
正
午

▼
場
所
市
民
環
境
課

▼
持
参
物
▽
通
知
カ
ー
ド
▽
本

人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転

免
許
証
な
ど
写
真
付
き
公
的
身

分
証
明
書
１
点
ま
た
は
保
険
証

な
ど
氏
名
と
住
所
か
生
年
月
日

が
確
認
で
き
る
書
類
２
点
）

▼
申
請
条
件
①
市
内
に
住
所
が

あ
り
、
２
か
月
以
内
に
転
出
の

予
定
が
な
い
人
②
本
人
が
市
役

所
に
来
ら
れ
る
人

※
15
歳
未
満
の
人
は
法
定
代
理

人
の
同
行
が
必
要
で
す
。

［
問
合
せ
］市
民
環
境
課
戸
籍
住

民
係
（
内
線
１
１
６
・
１
１
７
）

市予約型乗合タクシー実証運行のお知らせ市予約型乗合タクシー実証運行のお知らせ
市は、高齢者等の通院や買い物の移動手段を確
保することを目的に、予約型乗合タクシーの実
証運行を実施しています。
10月３日（月）からは、運行日・運行便数・
乗降場所が増えますので、この機会にぜひ利用
ください。
詳しくは、毎戸配布する「黒石市予約型乗合タ
クシーのご案内」をごらんください。

10月１日から回遊バス「ぷらっと号」が�10月１日から回遊バス「ぷらっと号」が�
“新路線”で運行します“新路線”で運行します
回遊バス「ぷらっと号」は、市内移動の利便性
向上と交通資源の効率化を目的に、10月１日
（土）から“新路線”で運行します。
全路線の運航経路変更とダイヤ改正が行われ
ていますので、詳しくは毎戸配布する時刻表・
路線図をごらんください。
※運賃（１乗車100円、小学生および障がい
者は50円、未就学児は無料）に変更はありま
せん。
※廃線区間は、路線バスや予約型乗合タクシー
を利用ください。

▼
講
師
伊
藤
慶
太
氏
（
理
学
療

法
士
）

▼
対
象
20
歳
以
上
の
市
民

▼
定
員
30
人
（
先
着
順
）

▼
持
参
物
内
履
き
、飲
み
物
、汗

拭
き
タ
オ
ル
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

（
持
っ
て
い
る
人
は
持
参
）

▼
申
込
方
法
①
９
月
16
日（
金
）

②
９
月
30
日
（
金
）
ま
で
に
健

康
推
進
課
窓
口
ま
た
は
電
話
で

申
し
込
み

※
こ
の
事
業
は
く
ろ
い
し
健
康

マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
事
業
で
す
。

［
問
合
せ
］
健
康
推
進
課
（
内
線

２
４
４
〜
２
４
７
）

か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
運
動
教
室
を
開
催

市
保
健
協
力
員
会
は
、
市
民

の
健
康
増
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
「
か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
運
動

教
室
」
を
次
の
と
お
り
無
料
で

開
催
し
ま
す
。

こ
の
教
室
で

は
、
専
門
の
講

師
を
招
き
、
日

頃
の
運
動
不
足

の
解
消
や
気
分

転
換
に
も
役
立

つ
簡
単
な
運
動
を
行
い
ま
す
。

健
康
増
進
の
た
め
に
体
を
動
か

し
て
ス
ッ
キ
リ
し
ま
し
ょ
う
。こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

▼
開
催
日
①
９
月
21
日
（
水
）

②
10
月
５
日
（
水
）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
（
午
後
1
時
10
分

か
ら
受
け
付
け
）

▼
場
所
市
ス
ポ
ー
ツ
交
流
セ
ン

タ
ー

広報くろいし・令和４年９月広報くろいし・令和４年９月 10



ま
た
、
弘
前
駅
と
黒
石
駅
を
結
ぶ
弘

南
鉄
道
弘
南
線
で
は
、
タ
イ
ム
マ
シ
ン

に
見
立
て
た
２
両
編
成
の
ア
ー
ト
列
車

を
運
行
し
ま
す
。
内
装
は
黒
石
高
等
学

校
情
報
デ
ザ
イ
ン
科
の
生
徒
に
よ
る
デ

ザ
イ
ン
ワ
ー
ク
で
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。

ア
ー
ト
列
車
に
は
通
常
の
乗
車
券
で

乗
車
で
き
ま
す
が
、
周
遊
に
役
立
つ
冊

子
と
１
日
乗
車
券
が
付
い
た
「
わ
の
パ

ス 
Ｍ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｋ 

Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
Ｅ

Ｔ
」
が
販
売
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、 

上
記
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
ら
ん
く

だ
さ
い
。

▼
運
行
期
間
９
月
14
日
（
水
）
〜
11
月

13
日
（
日
）

▼
会
場
弘
前
れ
ん
が
倉
庫
美
術
館
、
弘

南
鉄
道
弘
南
線
車
両
お
よ
び
主
要
駅

（
弘
前
駅
・
平
賀
駅
・
黒
石
駅
）
ほ
か

▼
わ
の
パ
ス
販
売
先
弘
南
鉄
道
弘
南
線

の
駅
窓
口
（
弘
前
・
弘
前
東
高
前
・
平

賀
・
津
軽
尾
上
・
黒
石
）、
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
＆

Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｔ 

Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ

Ｋ
（
弘
前
れ
ん
が
倉
庫
美
術
館 

カ
フ

ェ
・
シ
ョ
ッ
プ
棟
）

［
問
合
せ
］県
観
光
国
際
戦
略
局
観
光
企

画
課
☎
０
１
７
－
７
３
４
－
９
３
８
９

ア ロ マ 石 け ん づ く り 製 作 体 験 教 室

Ａ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ  

Ｍ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｋ  

Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｙ  

「
記

憶

の

未

来
」

開

催

県
は
、
原
高
史
〈
Ａ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ 

Ｍ

Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｋ 
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｙ
「
記

憶
の
未
来
」〉
を
開
催
し
ま
す
。

２
０
２
０
年
に
開
館
し
た
弘
前
れ
ん

が
倉
庫
美
術
館
を
起
点
に
、
弘
前
駅
と

黒
石
駅
な
ど
の
駅
舎
、
そ
れ
ら
を
結
ぶ

弘
南
鉄
道
弘
南
線
を
中
心
と
し
た
地
域

の
魅
力
を
再
発
見
す
る
企
画
で
す
。

駅
舎
で
は
地
域
の
人
々
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
映
像
な
ど
を
上
映
し
ま
す
。

津軽広域連合では、圏域住民を対象に「アロマ石けんづくり製作
体験教室」を開催します。
▼開催日時10月７日（金）午前10時〜11時30分
▼開催場所板柳町多目的ホールあぷる会議室
※現地集合、現地解散です。
▼参加費１人800円（材料費）
▼対象者弘前市、黒石市、平川市、藤崎町、板柳町、大鰐町、田舎
館村、西目屋村に住んでいる人
▼募集人数20人
▼応募方法ハガキまたは電子メールで、①住所②参加者氏名（ふり
がな）③年齢④電話番号を記入して申し込み
▼申込先〒036－8003弘前市大字駅前町９－20　ヒロロ３階　津
軽広域連合　アロマ石けんづくり製作体験係、 rengou@tsugaru 
kouiki.jp
※9月22日（木）までに申し込み下さい。１通で２人まで申し込み
可能です（当日消印有効）。
※応募者多数の場合は抽選を行い、結果を9月28日（水）に発送し
ます。

［問合せ］津軽広域連合 アロマ石けんづくり製作体験係☎31－1201

http://nanjo.com/mappink/http://nanjo.com/mappink/

City topics
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認 知 症 の 人 た ち に や さ し い 黒 石 を 目 指 し て

市は、認知症の予防や認知症の人を適切な医療や介護につなげる取り組みを行っています。皆さんが
認知症についての正しい知識を持ち、認知症の人や家族を支える手だてを知っていれば「尊厳ある暮ら
し」をみんなで守ることができます。皆さんが認知症の人への理解を深め、互いに支え合う地域づくり
を目指していきましょう。

認知症の人やその家族が、地域の人や専門家と
つながることができる、誰もが気軽に集える交
流の場です。
▼開催日毎月第２木曜日
▼場所松の湯交流館
※開催日の変更や場所が異なる場合があります。
【問合せ】（社福）報徳会☎53－3325

長崎町内会で、高齢者の交流の場を提供してい
た「長崎ふれあいサロン」から、認知症の人や
その家族を支える手助けをしたいと出前講座く
ろいしの要望があり、「サロン長崎チームオレン
ジ」が誕生しました。温かさを感じさせるオレ
ンジ色は、「手助けします」という意味をもつと
言われており、認知症のテーマカラーとなって
います。

認知症サポーターとは、認知症について正しく
理解し、認知症の人や家族を温かく見守り支援
する応援者です。「認知症サポーター養成講座」
を受講した人が、認知症サポーターとなります。
受講を希望される人は、お問い合わせください。

９月中は、市立図書館に認知症に関する本を集
めた特設コーナーを設置します。この機会に、
認知症について学んでみませんか。認知症のマ
スコットキャラクターである「ロバ隊長」が皆
さんをお待ちしております。

【問合せ】地域包括支援センター（内線532）

「わ」のカフェ（認知症カフェ）

サロン長崎チームオレンジが誕生 認知症サポーター養成講座

市立図書館に認知症の特集コーナーを設置

広報くろいし・令和４年９月広報くろいし・令和４年９月 12



厚生労働省は、毎年９月10〜16日を「自殺予防週間」と定め、自殺などへの誤解や偏見をなくし、正
しい知識を持ってもらい、悩みを抱えた人が必要な支援を受けられるよう、普及・啓発活動を実施して
います。
誰でもかかりうる病気です

こころの病気は、さまざまな悩みからストレスが蓄積し、うつ病などを発症し正常な判断ができなく
なった結果、自殺に追い込まれてしまうことがあります。こころの病気の原因であるストレスとは、外
部刺激を受けたときに生じる緊張のことを言い、結婚や出産など喜ばしいときでもストレスの原因とな
ることがあります。
ストレスと上手に付き合うために

困ったときは相談しましょう
最近は、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、雇用や生活、人間関係に関する問題などからスト

レスとなる要因も増えてきています。ストレスを感じているときは、身近な人や相談窓口を利用してく
ださい。市でも、こころに関する相談を実施しています。いつでもお気軽にご連絡・ご相談ください。

［問合せ］健康推進課成人保健係（内線246・247）

９月 10 〜 16 日 は 自 殺 予 防 週 間

リラックスできることをする
自分の好きな音楽を聴く、
お風呂にゆっくり入るなどを
取り入れましょう。

こころの相談窓口
◆	健康推進課成人保健係（内線246・247）
◆	弘前保健所精神保健福祉相談☎33―8521

市で実施している事業
◆こころの健康相談（偶数月１回実施）
◆小さな相談室（奇数月１回実施）
※今月の日程は３ページをごらんください。
◆こころの体温計（市ホームページで実施）
◆傾聴力アップ講座
※今月の日程は９ページをごらんください。

生活習慣を整える
バランスのとれた食事や
良質な睡眠、適度な運動が

お勧めです。

頭を柔らかくしてみる
固定的に考えず、

物の見方を変えてみると
気持ちが楽になるかもしれません。

City topics
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弘
前
圏
域
市
民
後
見
人
等
養
成
研
修
を
開
講

成
年
後
見
制
度
は
、
認
知
症

等
で
判
断
が
十
分
で
な
い
人
が
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し

く
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ

と
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

弘
前
圏
域
権
利
擁
護
支
援
セ

ン
タ
ー
は
、
成
年
後
見
人
に
必

要
な
知
識
を
習
得
し
、
地
域
の

認
知
症
の
人
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト

に
あ
た
る
人
材「
市
民
後
見
人
」 

を
養
成
す
る
研
修
を
無
料
で
開

講
し
ま
す
。

▼
開
催
日
９
月
17
日
〜
11
月
26

日
（
毎
週
土
曜
日
）
全
11
回

▼
場
所
①
中
央
公
民
館
岩
木
館

（
弘
前
市
大
字
賀
田
１
丁
目
18

－
３
）
②
弘
前
市
民
会
館
（
弘

前
市
大
字
下
白
銀
町
１
－
６
）

③
ヒ
ロ
ロ
３
階
多
世
代
交
流
室

▼
対
象
者
25
歳
以
上
70
歳
未
満

の
人

※
全
て
の
研
修
を
受
講
で
き
る

見
込
み
が
あ
り
、
研
修
終
了
後

に
市
民
後
見
人
と
し
て
活
動
す

る
意
思
の
あ
る
人
に
限
り
ま
す
。

▼
内
容
成
年
後
見
制
度
概
論

▼
定
員
15
人

▼
申
込
期
限
９
月
７
日
（
水
）

▼
申
込
方
法
受
講
申
込
書
お
よ

び
宣
誓
書
を
同
セ
ン
タ
ー
へ
郵

送
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
Ｅ
メ
ー

ル
で
申
し
込
み

▼
申
込
先
〒
０
３
６
－
８
０
０
３

弘
前
市
大
字
駅
前
町
９
－
20 

ヒ
ロ
ロ
３
階 

ヒ
ロ
ロ
ス
ク
エ
ア

内
同
セ
ン
タ
ー
、
FAX
26
－
６
５

６
７
、

h8-kenri@
titan.

ocn.ne.jp

※
受
講
申
込
書
お
よ
び
宣
誓
書

は
、
同
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て

い
る
他
、
同
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

※
研
修
修
了
者
は
、「
弘
前
圏
域

市
民
後
見
人
等
候
補
者
名
簿
」

に
登
録
し
、
必
要
に
応
じ
て
家

庭
裁
判
所
に
推
薦
し
ま
す
。

▼
HPhttp://w

w
w
.city.hiro 

saki.aom
ori.jp/oshirase/

fukushi/shim
inkouken-

yousei4.htm
l

［
問
合
せ
］弘
前
圏
域
権
利
擁
護

支
援
セ
ン
タ
ー
☎
26
－
６
５
５

７

市は、健（検）診の受診率向上と市民一人ひとりに健康への関心を持ってもらうことを目的
に、「くろいし健康マイレージ事業」を実施しています。この事業では、健（検）診の受診や市
の健康づくり事業などへの参加でたまったポイントに応じて、特典を受けることができます。
☆９月のくろいし健康マイレージ対象事業☆

☆健康都市宣言商品券の利用をお忘れなく☆
市は、「くろいし健康マイレージ事業」の当選者に、市内の健康都市宣言協賛店で使用できる健康都市

宣言商品券をお渡ししています。利用期間は発行から５年間ですので、忘れずにご利用ください。
［問合せ］健康推進課（内線245）

事 業 名 ／ 場 所 実 施 日 ポ イ ン ト
総合健診（浅瀬石公民館） ９月12日（月）・13日（火）

特定健診10ポイント、
がん検診10ポイント
◎両方受診でさらに10
ポイント

総合健診（六宝館） ９月21日（水）・22日（木）

総合健診（東公民館） ９月27日（火）・28日（水）・29日（木）・30日（金）

子宮頸がん・乳がん検診（スポカルイン黒石） ９月16日（金）・17日（土）
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■一人一日当たりのごみ排出量・リサイクル率

水
洗
化
促
進
に
ご
協
力
を

下
水
道
は
、
各
家
庭
の
ト
イ

レ
や
台
所
な
ど
か
ら
流
さ
れ
る

汚
水
を
、
安
全
で
き
れ
い
な
水

に
変
え
、
川
や
海
に
返
す
な
ど
、

公
共
用
水
域
の
水
質
や
生
活
環

境
を
改
善
す
る
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

本
市
の
下
水
道
の
供
用
開
始

区
域
は
、
令
和
３
年
度
末
で
整

備
面
積
が
６
１
５
㌶
、
区
域
内

の
水
洗
化
率
は
85
・
１
㌫
と

な
っ
て
い
ま
す
。

下
水
道
の
早
期
接
続
へ

ご
協
力
く
だ
さ
い

下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
地
域

で
は
、
台
所
・
風
呂
等
の
雑
排

水
や
ト
イ
レ
の
汚
水
は
下
水
道

に
接
続
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
汲
み
取
り
便

所
は
供
用
開
始
日
か
ら
３
年
以

内
に
改
造
し
、
浄
化
槽
に
つ
い

て
も
早
期
の
切
り
替
え
を
お
願

い
し
ま
す
。

新
築
や
改
修
な
ど
に
よ
る
下

水
道
へ
の
接
続
工
事
は
、
市
指

定
排
水
設
備
工
事
業
者
へ
ご
依

頼
く
だ
さ
い
。

※
指
定
工
事
業
者
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
ら
ん
に

な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

融
資
制
度
の
利
用
を

市
は
、
水
洗
化
を
促
進
す
る

た
め
、
融
資
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。

▼
限
度
額
70
万
円

※
供
用
開
始
日
か
ら
３
年
以
内

の
水
洗
化
は
無
利
子
で
す
。

▼
返
済
期
間
５
年
以
内

マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

下
水
道
を
利
用
し
て
い
る
家

庭
で
は
、
次
の
点
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

▽
野
菜
く
ず
や
残
飯
、
廃
油
は

流
さ
な
い

▽
ト
イ
レ
に
は
、
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
以
外
の
物
は
流
さ
な

い▽
引
火
の
原
因
と
な
る
揮
発
性

の
高
い
危
険
物
（
ガ
ソ
リ
ン
な

ど
）
は
絶
対
に
流
さ
な
い

［
問
合
せ
］上
下
水
道
課
施
設
係

（
内
線
５
５
８
）

ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
を

ご
み
の
排
出
量
を
把
握
す
る

目
安
と
し
て
、
一
人
一
日
当
た

り
の
ご
み
排
出
量
・
リ
サ
イ
ク

ル
率
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
数
値

は
、
環
境
省
が
実
施
す
る
「
一

般
廃
棄
物
処
理
事
業
実
態
調

査
」
に
よ
り
算
出
さ
れ
ま
す
。

最
新
の
数
値
で
あ
る
令
和
２

年
度
の
本
市
の
ご
み
排
出
量
・

リ
サ
イ
ク
ル
率
は
、
左
記
の
と

お
り
で
す
。

令
和
２
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
事
業
系
ご
み
が
減
少

し
、
各
品
目
の
合
計
排
出
量
や

一
人
一
日
当
た
り
の
ご
み
排
出

量
は
減
少
し
た
も
の
の
、
巣
ご

も
り
需
要
な
ど
の
影
響
で
家
庭

か
ら
出
る
ご
み
は
増
加
し
、
資

源
ご
み
の
排
出
量
の
減
少
率
が

高
か
っ
た
た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル

率
が
前
年
度
対
比
で
0.2
㌽
の
減

少
と
な
り
ま
し
た
。

リ
サ
イ
ク
ル
率
向
上
の
た
め

に
は
、
さ
ら
な
る
ご
み
の
減
量

化
や
資
源
ご
み
の
分
別
が
必
要

で
す
の
で
、
３
Ｒ
運
動
に
引
き

続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

［
問
合
せ
］市
民
環
境
課
環
境
衛

生
係
（
内
線
１
２
３
・
１
２
４
）

■市の各品目の年間排出量
品目 令和元年度

（平成31年度） 令和２年度

燃やせるごみ 8,902t 8,436t

燃やせないごみ 1,371t 1,326t

粗大ごみ 479t 418t

資源ごみ 1,553t 1,444t

令和元年度 
（平成31年度） 令和２年度

ごみ排出量 989ｇ 952ｇ

リサイクル率 12.9％ 12.7％

３Ｒとは…
 R

リ デ ュ ー ス

educe ………ごみになるものを減らす
 R

リ ユ ー ス

euse …………ものを繰り返し使う
 R

リ サ イ ク ル

ecycle ………資源として再び利用する

City topics
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者
就
職
面
接
会
」
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

時 

10
月
24
日
（
月
）
午
後
１
時

〜
３
時
30
分
、
25
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

場 

ヒ
ロ
ロ
４
階
弘
前
市
民
文
化

交
流
館
ホ
ー
ル

問 

同
安
定
所
職
業
紹
介
部
門
☎

53
－
８
６
０
９

面
談
は
電
話
で
予
約
を

税
務
署
で
は
、
書
類
や
事
実

関
係
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る

場
合
や
電
話
で
の
回
答
が
困
難

な
相
談
内
容
は
、
対
面
で
相
談

を
受
け
付
け
し
ま
す
。
面
談
を

希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
電
話

で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

黒
石
税
務
署
☎
52
－
４
１
１

１
解
決
の
糸
口
を
見
つ
け
に

行
こ
う
！
相
談
会

消
費
者
信
用
生
活
協
同
組
合

は
「
解
決
の
糸
口
を
見
つ
け
に

行
こ
う
！
」
相
談
会
を
次
の
と

お
り
無
料
で
開
催
し
ま
す
。

時 

９
月
10
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
午
後
４
時

場 

ヒ
ロ
ロ
３
階
多
世
代
交
流
室

（
弘
前
市
）

市
敬
老
会
を
中
止

市
は
、「
敬
老
会
の
式
典
」
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
中
止
し
ま
す
。

対
象
者
に
は
、
各
地
区
を
通

じ
て
記
念
品
を
配
布
し
ま
す
。

問 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
高

齢
者
福
祉
係（
内
線
５
２
８
）

黒
養
ワ
ー
ク
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
社
を
開
催

黒
養
ワ
ー
ク
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

社
実
行
委
員
会
は
、「
黒
養
ワ
ー

ク
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
社
」
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。
模
擬
会

社
で
、
県
立
黒
石
養
護
学
校
高

等
部
の
生
徒
た
ち
等
が
部
品
の

組
み
立
て
作
業
等
を
行
い
ま
す
。

時 

９
月
５
日（
月
）〜
16
日（
金
）

①
午
前
９
時
15
分
〜
11
時
50

分
②
午
後
１
〜
２
時

場 

市
産
業
会
館
１
階

問 

同
学
校
☎
54
－
８
２
６
０

津
軽
地
域
障
害
者
就
職
面
接
会

黒
石
公
共
職
業
安
定
所
は
、

「
令
和
４
年
度
津
軽
地
域
障
害

内 

お
金
や
Ｄ
Ｖ
の
問
題
等

申 

同
組
合
弘
前
事
務
所
に
事
前

に
申
し
込
み

問 

同
組
合
弘
前
事
務
所
☎
０
１

２
０
－
１
０
２
－
３
５
４

危
険
物
取
扱
者
試
験
と

事
前
講
習
会
を
実
施

弘
前
地
区
消
防
事
務
組
合
消

防
本
部
は
、「
危
険
物
取
扱
者
試

験
」
と
「
事
前
講
習
会
」
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

危
険
物
取
扱
者
試
験

時 

11
月
12
日
、19
日（
ど
ち
ら
も

土
曜
日
）

場 

弘
前
東
高
等
学
校

￥ 

▽
甲
種
＝
６
６
０
０
円
▽
乙

種（
第
１
〜
６
類
）＝
４
６
０

０
円
▽
丙
種
＝
３
７
０
０
円

申 
９
月
16
日（
金
）〜
30
日（
金
）

※ 
電
子
申
請
の
場
合
は
、９
月

13
日（
火
）〜
27
日（
火
）で
す
。

事
前
講
習
会

時 

10
月
28
日（
金
）午
前
９
時
30

分
〜
午
後
５
時

場 

東
消
防
署
２
階
多
目
的
室

（
弘
前
市
）

対 

乙
種
第
４
類
の
受
験
者
の
う

ち
受
講
を
希
望
す
る
人

￥ 

▽
受
講
料
＝
２
０
０
０
円

（
弘
前
地
区
消
防
防
災
協
会

加
入
事
業
所
は
１
０
０
０

円
）
▽
テ
キ
ス
ト
代
＝
１
３

０
０
円

申 

10
月
３
日（
月
）〜
25
日（
火
）

に
、同
組
合
消
防
本
部
予
防

課
ま
た
は
管
内
消
防
署
・
分

署
へ
申
し
込
み

問 

同
組
合
消
防
本
部
予
防
課
☎

32
－
５
１
０
４

募

集

防

衛

大

学

生

防
衛
省
は
、「
防
衛
大
学
生
」

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

資 

高
校
卒
業
見
込
み
を
含
む
18

〜
21
歳
未
満

時 

▽
防
衛
大
学
校（
推
薦
）＝
９

月
24
日（
土
）、25
日（
日
）▽

防
衛
大
学
校（
総
合
選
抜
）第

一
次
試
験
＝
９
月
24
日（
土
）、

第
二
次
試
験
＝
10
月
29
日

（
土
）、30
日（
日
）

申 

受
付
期
間
＝
９
月
５
日（
月
）

〜
９
日
（
金
）

問 

自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本
部

弘
前
地
域
事
務
所
☎
27
－
３

８
７
１

お
知
ら
せ

情報のひろば
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県
と
（
独
）
高
齢
・
障
害
・

求
職
者
雇
用
支
援
機
構
青
森
支

部
は
、「
第
20
回
青
森
県
障
害
者

技
能
競
技
大
会
（
あ
お
も
り
ア

ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
２
）」
の

参
加
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

時 

10
月
26
日（
水
）、29
日（
土
）

ど
ち
ら
も
午
前
９
時
30
分
〜

正
午

場 

▽
第
１
会
場
＝
同
機
構
青
森

支
部
▽
第
２
会
場
＝
ホ
テ
ル

青
森

対 

15
歳
以
上
の
人

定 

①
喫
茶
サ
ー
ビ
ス
Ａ
、
Ｂ
②

パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
入
力
Ａ
、

Ｂ
③
オ
フ
ィ
ス
ア
シ
ス
タ
ン

ト
（
い
ず
れ
も
10
人
）

申 

９
月
９
日
（
金
）
ま
で
に
郵

送
か
メ
ー
ル
で
申
し
込
み

問 

〒
０
３
０
－
０
８
２
２
青
森

市
中
央
３
丁
目
20
－
２
あ
お

も
り
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
実
行

委
員
会
事
務
局
（
独
）
同
機

構
青
森
支
部
高
齢
・
障
害
者

業
務
課
☎
０
１
７
－
７
２
１

－
２
１
２
５
、
Eaom
ori-

kosyo@
jeed.go.jp

イ
ベ
ン
ト

き
の
こ
展
示
会
を
開
催

黒
石
き
の
こ
研
究
会
は
、「
令

和
４
年
度
き
の
こ
展
示
会
」
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

時 

９
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
午
後
３
時

場 

旧
マ
ル
チ
薬
局
前
（
前
町
）

内 

食
毒
き
の
こ
の
展
示
・
鑑
定
、

写
真
展
示
な
ど

問 

同
研
究
会
事
務
局
☎
52
－
３

６
１
６
（
工
藤
）

極
真
カ
ラ
テ
無
料
体
験
会

国
際
空
手
道
連
盟
極
真
会
館

青
森
県
支
部
黒
石
道
場
は
、「
極

真
カ
ラ
テ
無
料
体
験
会
」
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

時 
９
月
９
・
16
・
30
日
、
10
月

７
・
14
・
21
・
28
日
（
い
ず

れ
も
金
曜
日
）
午
後
７
時
〜

８
時
30
分

場 

中
部
公
民
館
集
会
室

対 

３
歳
以
上
の
人

持 

運
動
で
き
る
服
装
、
タ
オ
ル
、

飲
料
水
な
ど

問 

同
道
場
☎
０
９
０
－
４
０
４

２
－
６
３
６
４
（
村
上
）

ひ
ろ
さ
き
広
域
婚
活
支
援
事

業
実
行
委
員
会
は
、「
里
山
サ
イ

ク
リ
ン
グ
＆
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
ツ

ア
ー
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

時 

９
月
25
日
（
日
）
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
３
時
▽
集
合
＝

午
前
９
時
15
分

場 

大
鰐
町
ま
す
や
下
山
養
魚
場

な
ど
▽
集
合
・
解
散
場
所
＝

大
鰐
温
泉
駅

対 

弘
前
圏
域
市
町
村
に
在
住
ま

た
は
結
婚
後
、
弘
前
圏
域
市

町
村
に
住
む
意
思
の
あ
る
20

〜
39
歳
の
独
身
男
女

内 

サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
釣
り
体
験

な
ど

定 

男
女
そ
れ
ぞ
れ
７
人

￥ 

男
性
＝
３
５
０
０
円
、
女
性

＝
３
０
０
０
円

申 

下
記
の
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
９

月
16
日（
金
）ま

で
に
申
し
込
み

問 

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ア
ー
ト
１

０
１
デ
ザ
イ
ン
ズ
合
同
会
社

☎
78
－
５
０
９
０
、Eca101@

 
alpha.ocn.ne.jp

県
障
害
者
技
能
競
技
大
会

里
山
サ
イ
ク
リ
ン
グ
＆

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
ツ
ア
ー
を
開
催

あ お も り 10 市 大 祭 典あ お も り 10 市 大 祭 典
㏌三沢㏌三沢

県都市共同観光振興特別対策事業実行委
員会は、「あおもり1

と し

0市大祭典㏌三沢」を次
のとおり開催します。
県内10市が連携して各市の祭りや郷土芸

能、食、観光情報などが一堂に集結します。
パレードでは黒石よされの披露もございま

す。皆さんのお越しをお待ちしております。
時	９月24日（土）、25日（日）
場	三沢市
内	山車展示、パフォーマンス、パレード、
食・物産販売、ゆるキャラの出演など

HP 	http://www.aomori10shi.jp
問	三沢市産業観光課☎0176–53–5111

と し

イ
ベ
ン
ト

詳
細・申
し
込
み

ペ

ー

ジ

Information

広報くろいし・令和４年９月広報くろいし・令和４年９月17

kikaku08
テキストボックス
　有　料　広　告

kikaku08
長方形



￥ 

▽
来
場
チ
ケ
ッ
ト
①
一
般
＝

３
０
０
０
円
②
高
校
生
以
下

＝
２
０
０
０
円
（
事
前
購
入

の
み
）
▽
ラ
イ
ブ
配
信
視
聴

券
＝
１
５
０
０
円

HP https://w
w
w
.aom

ori-
m
useum

.jp/schedule/ 
10376/

問 

同
美
術
館
☎
０
１
７
－
７
８

３
－
５
２
４
３

古
津
軽
ウ
ィ
ー
ク

中
南
地
域
県
民
局
は
、
津
軽

地
域
に
伝
わ
る
祭
り
や
信
仰
、

食
文
化
な
ど
を
楽
し
む
旅
「
古

津
軽
」
を
体
感
で
き
る
イ
ベ
ン

県
立
美
術
館
は
、「
ア
レ
コ

ホ
ー
ル
特
別
演
奏
会
５
台
ピ
ア

ノ
コ
ン
サ
ー
ト
『10hands 

V
ol.2

』」
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
同
美
術
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
ら
ん
に
な
る
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

時 

９
月
18
日（
日
）、19
日（
月
・

祝
）
▽
開
場
＝
午
後
６
時
▽

開
演
＝
午
後
６
時
30
分

※ 

19
日
の
公
演
は
ラ
イ
ブ
配
信

が
あ
り
ま
す
。

場 

同
美
術
館
ア
レ
コ
ホ
ー
ル

９月の「あすなろの森」
「あすなろの森」は、さまざまな理由で家に引き
こもりがちになっている人のための居場所です。
今月は（社福）報徳会の『「わ」のカフェ〜身近
な誰かが身近な誰かを支える〜きっかけ作りの場』
と共同で開催します。
時９月８日（木）午後２時〜３時30分	
場松の湯交流館	
問市社会福祉協議会☎52－9600

ト
「
古
津
軽
ウ
ィ
ー
ク
」
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
下

記
の
二
次
元
コ
ー

ド
を
ご
ら
ん
に
な

る
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

期 

９
月
16
日（
金
）〜
10
月
23
日

（
日
）

問 

同
局
地
域
連
携
部
地
域
支
援

チ
ー
ム
☎
32
－
２
４
０
７

動
物
愛
護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
２
２
を
開
催

県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
は
、

「
動
物
愛
護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

※詳しくは、対象者に個別に通知しています。
問健康推進課母子保健係☎52－2111内線244・245

９月の乳幼児健診（スポカルイン黒石）
対象 日時

乳児 令和４年５月生 15日（木）

１歳６か月児 令和３年２月生 ８日（木）

２歳児 令和２年２月生 ７日（水）

３歳児 平成31年２月生 14日（水）

※９月１７日（土）は事前に予約が必要です。
※くろいし健康マイレージポイントの対象です。
問  健康推進課成人保健係☎52－2111内線246・247

９月の集団健（検）診
内容 日時 場所

総合健診

12日（月）・13日（火） 浅瀬石公民館

21日（水）・22日（木） 六宝館

27日（火）・28日（水）・
29日（木）・30日（金） 東公民館

子宮頸がん・
乳がん検診 16日（金）・17日（土） スポカルイン

黒石

２
０
２
２
ペ
ッ
ト
と
共
に
一
歩

ず
つ
一
緒
に
」
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

時 

９
月
24
日（
土
）、25
日（
日
）

ど
ち
ら
も
午
前
10
時
〜
午
後

４
時

場 

同
セ
ン
タ
ー

内 

犬
の
し
つ
け

方
教
室
、
う

さ
ぎ
ふ
れ
あ

い
体
験
、
乗

馬
体
験
、
工

作
コ
ー
ナ
ー
、
動
物
の
お
医

者
さ
ん
な
り
き
り
体
験
な
ど

問 

同
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
７
－
７

２
６
－
６
１
０
０

ア
レ
コ
ホ
ー
ル
特
別
演
奏
会

古
津
軽
ウ
ィ
ー
ク

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

情報のひろば
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小 学 生 バ ド ミ ン ト ン
全 国 大 会 出 場 を 報 告

市 準 備 委 員 会 設 立
発 起 人 会 を 開 催

上 十 川 地 区り ん ご クラ ブ
新 設 記 念 式 典 を 開 催

豪 雨 災 害 被 災 地 を 視 察

第80回国民スポーツ大会黒石市準備委員会
設立発起人会が市役所庁議室で開催されまし
た。

同委員会は、髙樋市長をはじめ、吉田安宏
市スポーツ協会会長ら７人で構成。今後は、
同競技会の運営のために必要な準備を進めて
いき、髙樋市長は「大会が成功裏に終わるよ
うにしていきたい」と話していました。

上十川地区振興協議会（後藤勲美会長）が
主催する、上十川地区りんごクラブ新設記念
式典が開催されました。

上十川獅子踊保存会がオープニングを飾り、
りんごクラブ室前にて獅子踊りを披露し安全
を祈願。後藤会長の挨拶や来賓祝辞の後、り
んごクラブ室の内覧が行われ、地域住民らは

「新しくていいね」と喜んでいました。

髙樋市長は、８月３日に発生した大雨によ
る被災地を視察しました。道路の欠落や土砂
崩れがあった市内３地区（中村平、上野、青
荷澤）を訪れ、被害状況を把握。

髙樋市長は「今までに経験したことのない
被災状況。国や県と連携して全力を尽くし、
早急に元に戻すように努めていきたい」と話
しました。

久塚麗桜さん（黒石小４年）・千葉結晶さん
（六郷小２年）が市長室を訪れ、「第23回ダイ
ハツ全国小学生ＡＢＣバドミントン大会県予
選」でそれぞれ優勝し、熊本県で開催される
全国大会出場を髙樋市長に報告しました。

髙樋市長は「全国大会に出場できることは
凄いこと。気持ちを大切にして上位を目指し
て頑張ってほしい」と激励しました。

７月

27

７月

28

７月

16

８月

5

話題たくはいびん
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年
間
に
わ
た
っ
て
市
内
の
各
公
民
館

で
開
催
し
、
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

野
﨑
さ
ん
は
観
光
大
使
と
し
て
、

宮
古
市
産
業
ま
つ
り
会
場
で
本
市
の

Ｐ
Ｒ
活
動
や
、
こ
け
し
の
里
マ
ラ
ソ

ン
大
会
に
出
場
す
る
宮
古
市
民
に
、

こ
み
せ
通
り
を
中
心
に
街
を
紹
介
す

る
な
ど
現
在
も
本
市
と
宮
古
市
の
か

け
橋
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

野
﨑
さ
ん
は
本
市
へ
の
思
い
と
し

て
「
平
成
23
年
３
月
の
東
日
本
大
震

災
で
は
、
宮
古
市
復
興
の
た
め
に
義

援
金
や
救
援
物
資
、
さ
ら
に
は
職
員

派
遣
の
支
援
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
黒
石
市
や
市
民
の
方
々
の
厚
い

人
情
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

宮
古
市
職
員
と
し
て
勤
務
し
て
い

た
野
﨑
政
博
さ
ん
は
、
本
市
と
宮
古

市
の
交
流
事
業
の
担
当
を
平
成
２
年

か
ら
９
年
の
間
務
め
、
両
市
の
市
民

交
流
に
積
極
的
に
携
わ
り
ま
し
た
。

平
成
３
年
に
は
、
台
風
19
号
の
被

害
で
落
下
し
た
黒
石
産
り
ん
ご
の
販

売
や
、
宮
古
市
か
ら
鮭
を
持
参
し
、

そ
れ
を
塩
漬
け
し
て
干
し
た
新あ

ら
ま
き
さ
け

巻
鮭

と
呼
ば
れ
る
保
存
食
を
作
る
「
新
巻

鮭
講
習
会
」
を
平
成
７
年
か
ら
約
10

野
﨑
政
博
さ
ん（
宮
古
市
）

市は、「黒石市手話言語条例」を制定し、手話への市は、「黒石市手話言語条例」を制定し、手話への
理解の促進と、手話の普及に取り組んでいます。理解の促進と、手話の普及に取り組んでいます。
今号では「明日は雨です」の話し方を紹介します。今号では「明日は雨です」の話し方を紹介します。
手話には左右の決まりはないので、自分の利き手手話には左右の決まりはないので、自分の利き手
で表現できます。皆さんも一緒に話してみましょで表現できます。皆さんも一緒に話してみましょ
う！う！

①明日は①明日は ②雨です②雨です

両手の手のひらを開いて指先は下に向け、両手の手のひらを開いて指先は下に向け、
同時に２、３回下ろします。同時に２、３回下ろします。

人差し指を顔の横から、前に出します。人差し指を顔の横から、前に出します。
指が１本だと明日、2本だと明後日というように指が１本だと明日、2本だと明後日というように

指の数で表現が変わります指の数で表現が変わります

No.37

◆�
市
は
、
市
の
歴
史
や
文
化
、
祭
り
・
豊
か
な
自
然
、
特
産
品
や
観
光
に
関
す
る
情
報

を
広
く
国
内
外
に
発
信
し
、
市
の
観
光
振
興
・
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、「
あ
ず
ま
し
の
里
く
ろ
い
し
観
光
大
使
」
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

［
問
合
せ
］
観
光
課
観
光
振
興
係
（
内
線
６
４
７
）
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くろいし景 観 資 産 を 訪 ね て

米坂恵子さんは、幼少の頃か
ら山に出掛けることが好きで、両
親と一緒に山菜取りに出掛けて
いたそうです。

結婚をし、子育てが一段落し
た頃、「大好きな山へ恩返しをし
たい」「山を案内する仕事をして
みたい」との思いから、（公社）
日本山岳ガイド協会主催の登山
ガイド資格試験に挑戦し見事合
格。全国でも数少ない女性登山
ガイドを務めています。
「いかに山を楽しんでもらえる

か。山を安全に歩くルールを教
えていきたい」をモットーに活
動しています。

現在、コロナ禍で登山ガイド
の活動は縮小していますが、今
は勉強期間だと思って山菜料理
を研究しています。

コロナが収束したら登山ガイ
ドの活動を広げて、山の魅力「美
しい大自然や山の恵み、山菜・
きのこを楽しむルール」を多く
の人に伝えていきたいと話して
くれました。

米坂 恵子さん

「大 好 き な 山 へ 恩 返 し を し た い」

（境松）

Vol.41

「くろいし景観資産」とは？
黒石らしい景観を形成している建築物や工作物、自然、眺望、祭りなどを対象に、これまで守られてきたもの、こ
れから創り出していくものを「くろいし景観資産」に指定しています。
［問合せ］都市建築課都市計画係（内線571）

黒石ほるぷ子ども館 りんご史料館№09 №10

建築家の故菊
きくたけきよのり

竹清訓氏が「子どもの人間形成の場」と
いう思いで設計した児童図書館です。過去には屋根の
上にあるオブジェが開館時間のみ回転することで、遠
くからでも開館しているかを知ることができました。
地域住民が集う場としても活用されています。

イギリスのイーストモーリング研究所を参考に建築
された西洋風の建物で、昭和43年のりんご試験場新
館の落成に伴って史料館として開館しました。建物
を覆う葉の色によって夏は緑、秋は紅色というよう
に季節と調和した美しい景観を形成しています。

指定種別：建築物／資産所在地：温湯字派15-２／指定年月日：平成28年8月29日 指定種別：建築物／資産所在地：牡丹平字福民西24／指定年月日：平成28年8月29日
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G’day！	今月はオーストラリアの建築について紹介します。
オーストラリアの建築様式は歴史と共に変化しています。もとは
遊牧文化のある先住民（アボリジニ）が、葉っぱや木などを使っ
て季節に合わせた家を作っていました。
17世紀後半イギリス人がオーストラリアを植民地にしました。
最初は資材がなかったため、イギリス人は現地にあった木などで
簡単な家を作りました。18世紀に入りヨーロッパからの移住が増
え、当時イギリスで流行っていた古代ギリシャや古代ローマを元
にした建築が増えていきました。
20世紀には、ヨーロッパやアメ
リカなどの様々な建築スタイル
を吸収し、オーストラリアの気
候に対応した建築様式が完成し
ました。

Vol.

15

アボリジニの人々が作った
臨時的な小屋を

指します。

H
ハ ン ピ ー

umpy

京
町
に
あ
る
感
随
寺
の
梵ぼ

ん
し
ょ
う鐘

の
隣
に

一
本
の
サ
ル
ス
ベ
リ
が
植
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
サ
ル
ス
ベ
リ
は
樹
高
約
９
・
５

ｍ
、
幹
周
約
１
３
０
㎝
、
根
元
周
約
１

９
０
㎝
で
推
定
樹
齢
３
０
０
年
の
古
木

で
す
。
毎
年
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
赤
い

花
を
咲
か
せ
、
訪
れ
た
人
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
す
。

サ
ル
ス
ベ
リ
は
中
国
原
産
の
ミ
ソ
ハ

ギ
科
の
落
葉
中
高
木
で
、
日
本
に
は
江

戸
時
代
以
前
に
渡
来
し
て
い
ま
す
。

木
の
表
面
が
滑
り
や
す
く
サ
ル
も
登

り
に
く
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、「
サ
ル
ス

ベ
リ
」
と
い
う
名
称
が
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
サ
ル
ス
ベ
リ
は
百
日
も
の

間
、
咲
き
続
け
る
こ
と
か
ら
、「
百ひ

ゃ
く
じ
つ
こ
う

日
紅
」

と
い
う
別
名
も
あ
り
ま
す
。
一
度
咲
い

た
枝
先
か
ら
新
し
い
芽
が
出
て
花
を
つ

け
る
た
め
、
咲
き
続
け
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
そ
う
で
す
。

津
軽
地
方
で
は
、革か

く
し
ゅ
う
じ

秀
寺
（
弘
前
市
）

の
サ
ル
ス
ベ
リ
が
古
木
で
有
名
で
す
が
、

感
随
寺
の
サ
ル
ス
ベ
リ
は
そ
れ
に
匹
敵

す
る
ほ
ど
の
古
木
で
す
。

樹
齢
３
０
０
年
を
超
え
る
サ
ル
ス
ベ

リ
は
全
国
的
に
も
少
な
く
、
希
少
価
値

も
高
い
こ
と
か
ら
平
成
12
年
に
市
指
定

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

［
問
合
せ
］
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
（
内
線
６

２
２
）

第
二
十
七
回　

感か
ん
ず
い
じ

随
寺
の
サ
ル
ス
ベ
リ

オ ー ス ト ラ リ ア の 建 築オ ー ス ト ラ リ ア の 建 築

感 随 寺 の サ ル スベリ

現
在
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
住
宅
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材料（２人分）
かぼちゃ100g、トマト1個（150g）、なす小１
本（70g）、にんにく１かけ（6g）、ベーコン１枚、
顆粒だし小さじ¹⁄³、水100ml

作り方 
①	かぼちゃは一口大に切り、トマトはくし切りにす
る。なすは乱切り、にんにくは薄切りにする。ベ
ーコンは短冊切りにする。
②�鍋にかぼちゃ、なす、ベーコン、にんにく、トマ
ト、顆粒だしの順に入れ、水を注ぎ入れる。落し
蓋をして弱火にかけ10分煮る。

	 監修：市食生活改善推進員会
1人分栄養量
エネルギー100kcal、たんぱく質3.3g、脂
質3.7g、食塩相当量0.4g

抗酸化作用のある
ビタミンＣが豊富
なトマト煮

ヘルシーレシピ�
野 菜 の 和 風 ト マ ト 煮

食改さ
んの

- H E A L T H Y 　 R E C I P E -

一口メモ

市立図書館の説明会が、７月15日に黒石小学校、19
日に中郷中学校、21日に黒石高等学校でそれぞれ行わ
れました。
説明会では、図書館職員が利用者カードの作り方や
本の借り方、館内のマナーなどについて説明。児童・
生徒の皆さんは、新しくできた図書館について興味深
そうに耳を傾けていました。

９月のおはなし会���������������������������������������������������
▼日時９月24日（土）　午前11時〜11時30分
▼場所市立図書館市民活動室
▼内容絵本や紙芝居の読み聞かせ

製本講座������������������������������������������������������
▼日時9月３日（土）　午前９時30分〜正午
▼場所市立図書館市民活動室
▼内容和装本（和とじ）
▼対象小学生以上の人
▼定員12人（先着順）

［問合せ］市立図書館☎・FAX53−2188

市 立 図 書 館 の 説 明 会 を 開 催市 立 図 書 館 の 説 明 会 を 開 催 図 書 館 か ら の お 知 ら せ図 書 館 か ら の お 知 ら せ

■
説
明
会
の
様
子

９月のおはなしのじかん　　　　　　　　　　　　
▼日時９月10日（土）　午後２時〜２時30分
▼場所黒石ほるぷ子ども館
▼内容絵本の読み聞かせ

［問合せ］黒石ほるぷ子ども館☎54-8070

黒石ほるぷ子ども館からのお知らせ黒石ほるぷ子ども館からのお知らせ

City topics
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３歳児健診を受診した元気な子どもたちを掲載しています。３歳児健診を受診した元気な子どもたちを掲載しています。

今月は、ねぷた祭りや黒石よされなどいろいろな“まつり”が３年ぶりに開催ということで、公私共
にたくさんの祭りを見ることができました。天候に恵まれない日もありましたが、ねぷたのはやし
の音や、黒石よされ節の音色や歌声が聞こえてくると、やはり心が熱くなってきますね。（K）

もりやもりや
えいとえいとさんさん

もりもり
れいれいさんさん

やまだやまだ
りつりつさんさん

むらかみむらかみ
あおとあおとさんさん

すずきすずき
かずはかずはさんさん

さとうさとう
このみこのみさんさん

さとうさとう
りきりきさんさん

ささきささき
りょうかりょうかさんさん

ささきささき
やすたかやすたかさん

みうらみうら
らいあらいあさんさん

ささきささき
ひなのひなのさんさん

くどうくどう
みこみこさん

おさないおさない
さえさえさんさん

おおたおおた
ひまりひまりさんさん

とみやとみや
いちかいちかさんさん

つぼたつぼた
りょうまりょうまさんさん

たかはしたかはし
みあみあさんさん

たかはしたかはし
いつきいつきさん

おおたにおおたに
りこりこさん

ひないひない
みゆみゆさんさん

なるせなるせ
ひなたひなたさんさん

なりたなりた
けいとけいとさんさん

なかむらなかむら
くれあくれあさんさん

とみやとみや
ねいろねいろさんさん
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